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ともに支え合う地域づくりを 
認知症支え合い研修に熱心に耳を

傾ける参加者の皆さん。（R3.10） 

人口減少の進行する地域の中で、

地域のみなさんのご意見やお力が

ますます必要になっています。



重点目標②

介護保険事業の収支状況は、ここ４年間で急速に

悪化し、経営事業としての事業継続が危惧される

状況となっています。地域における在宅介護サー

ビスの確保のために、行政施策との緊密な連携と

協議の促進を図り、今後の事業継続の方策を検討

するとともに、専門人材の育成をはじめ、将来に

向けたサービス提供体制確保のための取り組みを
進めます。 

介護サービスの事業継続 

と提供体制の確保 

基本目標

 現在、国の福祉制度では、社会保障給付の見直しの中で、地域独自の支援システムの構築や

協働による地域共生社会の実現のための新たな取り組みが実施されています。一方、私たちの

暮らす地域では、県内でも人口減少率の突出する木曽地域の中で、令和２年度までの５年間で

村の人口は△１５％と大幅に減少。人口減少が急速に進行する中、深刻な人材不足や社会資源

の減少の問題に直面しており、福祉サービスの確保はもとより、地域機能の維持と持続可能な

地域づくりが大きな課題となっています。 

 そのような中で、誰もが住みなれた地域で安心して暮らし続けられるよう、地域における 

支え合い活動の促進と協働による地域づくりの推進に努めるとともに、小規模であってもぬく

もりの伝わる身近な福祉サービスの提供を目指し、ひとりひとりが尊重され役割や生きがいを

もって輝ける地域福祉の実現に努めます。 
重点目標①

「協働」による新たな 

  支え合い活動の促進 

人口減少に伴い、さまざまな地域の資源や人材が

不足する一方にある地域の中で、多機関連携や

各種団体等との協働のあり方について改めて見
つめ直すとともに、既存の枠組みにとらわれない

新たな支え合い活動の促進および支援を図り、
個人、団体、官民が一体になり、ともに支え合う

地域づくりの推進に努めます。 
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中越サロンの皆さんの活動重点目標③

「役割」をもって輝ける、 

元気な地域づくりの促進 
人口減少が進行する地域の中で、誰もが役割や生

きがいをもって輝ける地域づくりのために、高齢

者のみなさんの社会参加活動の促進を図るとと

もに、福祉以外のさまざまな分野や産業、団体

等とも積極的な連携を図り、新たな循環により
「地域の元気」を生み出せる取り組みの推進に 

努めます。 
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遊休農地を活用した王滝かぶの栽培

安心して暮らせる地域づくりの推進

急速な人口減少が進行する地域の中で、福祉サービスをはじ

め、私たちの暮らしに必要不可欠なサービスをともに考える

ことが求められています。 

王滝村の人口と高齢者人口推移（S55̃） 
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◎ 各種サービスの内容及びご利用料金は、 

  別紙の「ご利用のしおり」をご覧下さい。 
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９．生活支援ハウスの受託運営 
32．生活支援ハウス運営事業 （村受託） 

※ ☆印の8事業は、地域支援事業(国庫補助事業)として実施。 

８．身近な相談・支援体制の整備 
(１) 各種相談窓口の設置 

(２) 地域連携による認知症相談・支援体制づくり 

(３) 金銭管理・財産保全サービス等の実施 

30．心配ごと相談所事業 （村受託） 

31．認知症安心ネットワーク事業  ☆ 

６．在宅で介護をされる方の支援 

27．介護者リフレッシュ事業  ☆ 

26．介護教室  ☆ 

５．高齢者や障がい者の生活支援 

      および介護予防サービス 
(１) 生きがいづくりの促進および介護予防 

(２) 食生活の支援および栄養改善 

(３) 自立生活の促進および介護予防 

(４) 日常生活の支援及び生活の質の確保 

(５) 移動手段ならびに外出機会の確保 

(６) 独居世帯の交流促進および日常生活の支援 

(７) 地域における生活支援等サービスの支援体制 

  づくり、及び高齢者の社会参加の促進 

20．配食サービス  ☆ 

19．いきいきサロン  ☆ 

23．外出支援サービス

（公共交通空白地有償運送サービス）

（村受託） 

24．ひとり暮らしよらまい会

25．生活支援ネットワーク事業  ☆ 

22．生活支援ホームヘルプ  ☆ 

 ◎生活支援訪問サービス

21．介護予防ホームヘルプ  ☆ 

４．高齢者や障がい者のための 

     介護保険・障害福祉サービス
(１) 居宅介護支援センターの運営 

(２) 王滝村デイサービスセンターの運営 

(３) 訪問介護ステーションの運営 

16．デイサービス （通所介護事業） 

18．障がい者ホームヘルプサービス

17．ホームヘルプサービス （訪問介護事業） 

15．居宅介護支援サービス

･･･介護サービスの相談、ケアプラン(介護計画)の作成 

活動概要

７．生活資金の貸付け 
28．暮らし資金貸付事業

29．生活福祉資金貸付事業 （県社協受託） 

３．共同募金配分金事業 
(１) 生活支援事業 4事業  (２) 社会参加事業 1事業 

(３) 総合福祉事業 2事業 

 １ ．ともに支えあう地域福祉の実現 
(１) 地域における福祉ニーズ反映、住民参加の促進 

(２) ボランティアの育成および支援 

(３) 社会福祉の普及、および宣伝 

(４) 関係諸機関との連携 

６．福祉活動促進事業
･･･地域福祉活動の支援、 

保健、医療、教育等の 

諸機関との連携・協働 

５．福祉教育推進事業 
･･･福祉への住民理解の 

促進、園児、小中学生 

の体験学習等 

４．調査広報事業 ･･･福祉ニーズの調査、広報活動 

３．福祉・健康の集い
 ☆福祉・健康啓発月間 

 （社会福祉大会） 

２．ボランティア活動促進事業

･･･ボランティアの需給調整、ボランティア講座の開催等 

１．地域福祉推進事業 ･･･支え合い活動の促進、

公共サービスとの調整等 

２．住民参加による福祉サービス 

７．どんぐり広場    ８．ミニ児童館

14．各種障がい者交流事業等の企画

13．障がい者希望の旅、ふれあい交流会

10．お楽しみ弁当  11．ごたくらぶ

12．会食会、高齢者の生きがいづくり促進

９．ふれあい元気づくり教室

(１) こどものためのサービス 

(２) お年寄りのためのサービス 

(３) 障がいをもたれた方のためのサービス 
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 “事業収入の減収による緊縮予算” 

（単位：千円） 

  4年度 3年度 増減 

１ 会費 715 738 △23 個人・法人会員年会費 

２経常経費補助金 14,348 14,164 184 社会福祉事業運営補助金 
地域福祉活動推進補助金 

Ｒ３年度共同募金配分金 

 ３ 受託金 22,193 19,590 2,603 介護予防・生活支援事業 
生活支援ハウス運営事業 

 ４ 事業収入 465 691 △226 利用料、参加費 

５ 介護保険収入 29,907 33,190 △3,283 介護給付費、介護利用料 

 ６ 障害福祉収入 349 347 2 移動支援事業受託料等 

 ８ 積立資産取崩収入 4,000 12,051 △8,051 固定資産積立金取崩額 ※ 

 ９ 前期末残高 200 200 0

10 その他 1 8 △7 基金・積立金定期預金利息 

合計 76,106 80,979 △4,873

 ７ 基金積立資産取崩収入 3,928 0 3,928 地域福祉基金取崩額 ※ 

※ 地域福祉基金及び固定資産積立金取崩収入は、運営補填のための目的外取崩額。 

※ 拠点区分間繰入金、暮らし資金貸付に伴う積立金取崩額及び償還金予算額を除く。 

収 入 

支 出 

  4年度 ３年度 増減 

１ 人件費 60,193 59,095 1,098 正規・非常勤/役員報酬 
法定福利費 他 

 ２ 事業費 10,351 12,361 △2,010 地域福祉事業 1,334千円 
介護保険事業 2,741千円 

介護予防・生活支援 6,276千円 

 ３ 事務費 2,227 3,099 △872 システムリース料、施設費 
研修費、厚生費、手数料 他 

 ５ 退職共済預け金 3,078 2,967 111 長野県社協預け金 

 ６ 予備費 200 200 0

 ７ その他 57 57 0 助成金、分担金 

合計 76,106 80,979 △4,873

 ４ 固定資産取得支出 0 3,200 △3,200

（単位：千円） 

※ 拠点区分間繰出金、及び暮らし資金貸付予算額 (40万円) を除く。 
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王滝村の福祉指標 （高齢者）
（人口／713人）     R4.1.1現在 

 65歳以上人口 312人 

  高齢化率 43.8％ (県32.0％)  
(国28.6％) R2 

 ひとり暮らし世帯   80人 

※対高齢者割合 26％ (県15％) R2

 高齢者のみの世帯 113人 

※対高齢者割合 36％ 

 介護保険認定者   47人 

※対高齢者割合 15％ (県17％) R2

※村外入所等13人 

○訪問介護サービスの提供体制の確保 
 訪問介護事業の利用状況は、特に令和２年度から、独居世帯

の施設入所の動向の加速などにより急激な減少を見せ、事業 

収入は、平成２２年度のピーク時と比較し△900万円   

（△60％）まで落ち込み、非常に厳しい経営状況となり、 

また、介護保険サービスとして事業を継続するためには、常勤

に換算して2.5名以上の有資格者の配置が必要となりますが、

昨年上半期の実績では、0.8名相当のサービス量しか確保でき

ない状況にあり、事業運営が危機的な状況にあります。 

 サービス提供体制を確保するために、令和４年度は、介護 

予防等の受託事業で計１名相当の人件費を確保できるよう村か

ら支援いただくことになりましたが、村内における在宅介護

サービスの継続と介護職員の人材確保が、将来へ向けて非常に

厳しい状況となっています。

○施設管理費負担金の減免を村へ申請 
 デイサービスセンターをはじめ保健福祉センターの光熱水費

に関しては、村と折半して社協で負担して参りましたが、ここ

数年の介護保険事業の収支状況の急激な悪化により、大幅な 

赤字補填の状況が続いており、今後の介護保険サービスの事業

継続のために、事業運営に係る施設管理負担金の減免を村へ 

申請することになりました。

 会員年会費の使いみち 715千円
① こどもたちのために               2事業    51千円  

② お年寄りのために                  4事業  418千円 

③ 障がいをもたれた方へ            2事業    52千円 

④ ボランティアの育成・支援  1事業    90千円 

⑤ 福祉教育および社会福祉大会   2事業  104千円 

３共同募金配分金事業 7事業  478千円

 (1)生活支援事業 110千円 ごたくらぶ、会食会 
                                              地域福祉活動公募配分 

 (2)社会参加事業 229千円 社会福祉大会 

 (3)総合福祉事業 139千円 どんぐり広場、調査広報

事業別予算の内訳

※拠点区分間繰出金、及び暮らし資金貸付予算額 (40万円) を除く。 

（単位：千円） 

4年度 ３年度 増減 

１ 法人・地域福祉活動 16,980 16,985 △5     ≪事業概要(p3) との関連≫ 

① 法人運営事業 10,020 10,078 △58

  ② 地域福祉推進事業 5,928 5,841 87  ～ １ ともに支えあう地域福祉の実現 6事業

  ③ 地域福祉サービス 995 1,028 △33  ～２ 住民参加による福祉サービス 8事業

  ④ 生活資金貸付事業 37 38 △1  ～７ 生活資金の貸付け 2事業

 ２ 介護保険サービス 36,916 44,228 △7,312  ～４ 介護保険・障害福祉サービス 4事業 

  ① 居宅介護支援事業 5,708 5,949 △241

  ② 通所介護事業 23,584 28,297 △4,713

  ③ 訪問介護事業 7,624 9,982 △2,358

 ３ 介護予防・日常生活支援 22,210 19,766 2,444

  ① 介護予防・生活支援事業 19,544 17,095 2,449  ～５ 生活支援・介護予防サービス 7事業

 ～６ 在宅で介護をされる方の支援 2事業

 ～８ 身近な相談・支援体制の整備 2事業

  ② 生活支援ハウス運営事業 2,666 2,671 △5  ～９ 生活支援ハウスの受託運営 1事業

合 計 76,106 80,979 △4,873



現在、人口減少の進行する地域の中で、暮らしを支える 

さまざまな機関やサービスの継続が課題となっており、

又、村の介護サービスは事業経営や人材確保の問題に直面

しています。昨年10月の福祉・健康啓発月間では、30代か

ら90代の地域の皆さん、役場や社協の職員が一緒になり、

それぞれの立場で、直面する「介護」の問題や、私たちの

暮らしにとって必要なサービスについて語り合いました。 
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困ったときに、助けてもらう人がいない。 

子どもがいないので、将来介護されるときのことが

不安です。 

◇老老介護 

老老介護で心配。どうちらかがぽっくり・・・お父

さんを残すことが心配。 

◇健康と自立 

なるべく人に頼らなく生活がしたい。 

介護を受けずに、趣味を見つけのんびり暮らしたい。 

◇近所づきあい 

親戚、近所づきあいが大切だが・・・むずかしい。 

ご近所で介護が必要だと思われる人に声をかけたい

が、ちょっとためらってしまう。 

◇介護サービス 

村の介護サービスがなくならないよう、願うばかり

です。

◇自身のこと 

自分に介護が必要になったとき、「だれが面倒を 

見てくれるんだろう？」と怖くなる。 

将来、介護が必要になったらどうしよう・・・ 

できる限り、村で生きて行きたい。 

車の運転ができないので、買い物に不安があります。 

足が弱くなって、歩けなくなったら・・・ 

もし倒れたら、どうしよう？ 

◇夫婦のこと 

妻と二人暮らし・・・将来が不安。 

夫に精一杯のやさしい介護・・・でも、介護された

くない。 

◇両親のこと 

両親と暮らしているが、２人とも介護が必要になっ

たら・・・と考えると不安。 

親の介護が必要になった時のことが、現実的になっ

てきた。 

◇親子のこと 

近くに子どもがいるけど子どもたちに面倒をかけた

くないので、社協さんのことが大切です。 

娘が介護の真っ最中。介護で苦労していて、イラ 

イラ・・・アドバイスをすると怒る。 

◇認知症 

認知症、今のところ問題ないが、10年後は・・・ 

不安。 

介護、認知症・・・なりたくない。忘れない。忘れ

たことを、必ず思い出すようにしている。 

◇独居・身寄り 

ひとりで住んでいると、すべてが心配です。 

ひとり暮らし、さみしい・・・なってみないと分か

らない。 

「家族」のこと、

「自分」のこと、ふだん思っていることは？

◇医療・介護 

医療体制  ・介護施設がないと困る。 

認知症になったらどうすれば・・・社協の介護

サービスは続けてほしい。 

◇移動・交通 

移動手段 日常の足・・・今はよいが、将来は心配 

バスなどの交通手段 

◇買い物・商店 

商店、食料品店、薬局、ガソリンスタンド・・・ 

買い物に特化したバスの利用ができないか。 

買い物代行、家で買い物ができるサービス・・・ 

◇機関・施設 

保健福祉センター ・「社協」は必要！ 

シルバー人材、学校、保育園、郵便局・・・ 

必要なもの、 

必要な場所、必要なサービスは？ 
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元気なうちは、普段あまり真剣に考えること

の少ない「介護」の問題。元気で長生きした

い思いは共通ですが、現実に目を向けると、

将来への不安の声も多く聞かれました。 

地域の現状に目を向けた時、自分たちに必要

なサービスを、私たち自らが考えることが、

ますます重要になっています。 

みなさんの声を、ぜひお聞かせください！ 

社協会員の皆さまの年会費を活用し、地域福祉サービス

の参加費を値下げさせていただきます。 

◇ 地域福祉サービス

＜内 容＞ ＜旧料金＞ ＜新料金＞

 ふれあい 

 元気づくり教室

（会費） 

半年 1,000円 
（会費） 

半年 500円 

コミュニティー、集える場 

若い人との交流 

年寄りの知恵・・・疎まれても、教えてあげる。 

若い人に新しいものを教わり、交流 

◇生きがい 

元気いっぱいやりたいことをやり、楽しく遊ぶ。 

元気な高齢者をつかってほしい。 

◇サービス 

デイサービスは続けてほしい。 

高齢者のグループ生活 

好きな時に、好きな所へ行ける移送 

弁当の配食、たいへん助かります。 

移動販売車 

◇人口減少 

何をするにも人口が少ない 

地域にこどもがいなくて、本当にさみしい。 

子どもを増やす・・・山村留学をやったらどうか 

外からの移住者に対して、できるだけサポートする 

働く場所・・・若者が帰って来られる仕事がほしい 

◇村の活性化 

「活気」がでることをする。 

健康な若者のための施設 

国の施設、民間企業の参入 

みんなが一つになって考えること。 

「希望」・・・明日の希望がないのは心配。

◇つどいの場 

人との話しができる場所。 

男性が気軽に集う場所 ・活気のある飲み屋 

ひとり暮らしの人が集まって暮らせる施設 

◇近所づきあい 

近所の人とのつながり 

となり近所の人たちが、一番だいじ！ 

◇健康 

安心して暮らすには、やっぱり「元気」。 

◇過疎対策 

空いている家を何とか利用できないか。 

家が空き家になった時などの、相談できる場所 

民間、公共に限らず、必要なサービスを残す方法 

・・・公共化も必要 

「希望」や

「ねがい」・・・今、私たちにできること 

◇見守り 

もう少し動けなくなったら、家にようすを見に 

来てくれる人がいるといい。 

定期的に話し相手がいたら！ 

◇交流 

人との集まりが、もっと有ってもよい。 

気軽にお茶を飲める場所があればよいかも。 

定期的に集まるところ、生活のできるシェアハウス 
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１月
12日(木) どんぐり広場 AM

      暮らしなんでも相談 PM

13日(金) ごたくらぶ PM

18日(水) ふれあい元気教室 PM

19日(木) ひとり暮らしよらまい会 

26日(木) いきいきサロン 

27日(金) お楽しみ弁当 

30日(月) ボランティア新年交流会 

５月
12日(木) 無料法律相談（弁護士）

      ごたくらぶ PM 

13日(金) お楽しみ弁当（特別企画）

19日(木) ふれあい元気教室 AM

20日(金) 障がい者希望の旅 

23日(月) いきいきサロン

24日(火) 介護教室 PM

26日(木) どんぐり広場 AM  

27日(金) お楽しみ弁当

２月
  3日(金) 介護者 （旅行）

  6日(月) ごたくらぶ PM

  9日(木) 暮らしなんでも相談 PM 

15日(水) ふれあい元気教室 AM

16日(木) どんぐり広場 AM

18日(土) 会食会 AM

24日(金) お楽しみ弁当 

27日(月) いきいきサロン 

１２月
  8日(木) 無料法律相談（弁護士）

  9日(金) ふれあい元気教室 AM

      ＆ごたくらぶ（合同） 

13日(火) ボランティア講習会 

14日(水) どんぐり広場 AM

15日(木) いきいきサロン 

16日(金) 介護教室（王寿会共催）PM

27日(火) お楽しみ弁当（お節料理）

３月
  9日(木) 無料法律相談（司法書士） 

      ごたくらぶ PM

14日(火) 介護教室 PM

15日(水) ふれあい元気教室 PM

16日(木) どんぐり広場 AM

24日(金) お楽しみ弁当

30日(木) いきいきサロン

６月
  9日(木) こども＆介護相談 PM

13日(月) ごたくらぶ PM

15日(水) どんぐり広場 AM 

16日(木) いきいきサロン（高原）

17日(金) ふれあい元気教室 AM 

24日(金) お楽しみ弁当 

28日(火)   介護者 (交流会)

９月
  8日(木) 暮らしなんでも相談 

      ＆福祉サービス相談 PM

14日(水) どんぐり広場 AM

15日(木) いきいきサロン 

22日(木) お楽しみ弁当 

      ごたくらぶ PM

28日(水) 介護者 （旅行） 

（合同）＆障がい者ふれあい交流会 

30日(金) ふれあい元気教室 AM

１１月
  7日(月) ごたくらぶ PM

10日(木) 女性相談＆ 

      介護・認知症相談  PM

11日(金) お楽しみ弁当（特別企画）

14日(月)   ふれあい元気教室 PM

25日(金) お楽しみ弁当 

28日(月) いきいきサロン 

（AM合同）どんぐり広場 

29日(火)   介護者  (交流会)

８月
10日(水) 無料法律相談（司法書士）

15日(月) ごたくらぶ PM

17日(水) ふれあい元気教室 AM

18日(木) どんぐり広場 AM

23日(火) つくり隊勉強会

25日(木) いきいきサロン 

26日(金) お楽しみ弁当

４月
11日(月) ごたくらぶ PM 

14日(木) ひとり暮らしよらまい会

      暮らしなんでも相談 PM 

20日(水) ふれあい元気教室 AM 

21日(木) どんぐり広場 AM  

22日(金) お楽しみ弁当 

28日(木) いきいきサロン 

７月
14日(木)  ひとり暮らしよらまい会

      暮らしなんでも相談 PM

15日(金) 介護教室(男性教室) AM

      ＆ごたくらぶ（共催） 

20日(水) どんぐり広場 AM

21日(木) いきいきサロン

22日(金) ボランティア養成講座 

29日(金) お楽しみ弁当 

      ふれあい元気教室 AM

下 旬～   夏休みボラ体験 

=お願い= 
今年度計画している各事業に

ついては、新型コロナウイル

スの感染状況等により、予定 

されている日程や内容を大幅

に変更する場合があります。 

みなさまのご理解とご協力を

お願いいたします。 

１０月
  7日(金) 出張介護教室/地区サロン

13日(木) ひとり暮らしよらまい会 

      無料法律相談（司法書士）

14日(金) ごたくらぶ PM 

19日(水) どんぐり広場 AM

20日(木) ふれあい元気教室 AM

22日(土) 福祉大会記念講演 

27日(木) いきいきサロン 

28日(金) お楽しみ弁当 

☆福祉・健康啓発月間 


